
１．舘山寺スマートＩＣ 位置・概要

●道路名
・ Ｅ１東名高速道路

●接続形態
・本線直結型
・フルインター形式

●出入方向
・全方向（東京・名古屋方面）

●利用時間
・ ２４時間

●対応車種
・ ＥＴＣ車載器を搭載した
全車種

●開通日
・ 平成３１年３月１７日

提供：中日本高速道路株式会社
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２．舘山寺スマートＩＣ 開通後１年間（※）の利用状況について

出典：中日本高速道路（株）東京支社データ

＜図３ 利用方向別割合＞
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・開通後１年間(※)では、約２，０００台／日の利用があり、
累計約５８万台が利用しています。(図1)

・平日に比べ休日に多く利用されています。(図2)

・方向別では、東京方面利用が約４割、名古屋方面利用が

約６割を占めています。（図3）

＜図１ 月別１日平均・累計利用台数＞
（台/日） 累計（万台）

＜図２ 平日休日別平均利用台数＞
（台/日）
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59％
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41％
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利用約６割

・三ヶ日IC､舘山寺スマートIC､浜松西ICの
１日平均利用台数は、前年度と比較して
全体で約７００台増加しています｡ (図4)

・隣接する浜松西 ICでは利用台数が
１日約１,３００台減少しています｡(図4)

・隣接するICの利用台数が減少しているこ
とから、隣接ICから舘山寺スマートICへ
利用の転換が考えられます。

＜図4 各IC１日平均利用台数＞

累計
約58万台

開通前集計期間 H30.3.19（月）～H31.1.1（火） 289日間
開通後集計期間 H31.3.18（月）～R1.12.31（火） 289日間

※各集計において、新型コロナウイルスが社会的に影響を
及ぼし始めた令和2年1月～令和2年３月は集計対象外とした。

1,600 

2,800 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

平日 休日

全体で約 ７00 台増加

舘山寺スマートIC

2,000

浜松西ICで約1300台減少

集計期間： H31.3/18～R1.12/31

2



和地向
交差点

地理院地図に追記
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至 東京
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約３分
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（L=7.4ｋｍ）

アクセス
約５分

（L=3.4ｋｍ）

浜松西ＩＣ － 舘山寺ＳＩＣ間 高速道路利用
浜松西ＩＣ － 舘山寺温泉間 一般道路利用
舘山寺ＳＩＣ－ 舘山寺温泉間 一般道路利用
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動物園
浜名湖

パルパル
フラワー
パーク

アクセス時間の短縮

東京方面からのアクセス･･････約7分短縮（R1.9.15測定）

名古屋方面からのアクセス････約13分短縮（R1.9.15測定）

３．東名高速道路とのアクセス向上による効果（観光交通の分散による混雑の緩和）

・舘山寺スマートＩＣを利用することで、観光交通の分散が図られ、浜松西ＩＣから
舘山寺地域を結ぶ一般道の和地向交差点において、渋滞長が約7割減少しました。

・舘山寺スマートICが開設され、最寄りの高速道路ICから舘山寺地域への一般道での移動距離が
約4.0km短縮しました。アクセス時間は、東京方面からは約７分短縮､名古屋方面からは
約１３分短縮されました。

整備【前→後】渋滞長
最大830ｍ→最大250ｍ

渋滞状況 整備前 整備後

約580ｍ
（約7割）
減少

渋滞状況 整備前 整備後

整備【前→後】渋滞長
最大550ｍ→最大150ｍ

約400ｍ
（約7割）
減少

21

約18分

約5分

開通前

開通後

約15分

約8分

開通前

開通後

※開通前ルート：浜松西ＩＣ～一般道～舘山寺温泉
※開通後ルート：浜松西ＩＣ～舘山寺ＳＩＣ～一般道～舘山寺温泉

※開通前ルート：舘山寺ＳＩC～浜松西ＩＣ～舘山寺温泉
※開通後ルート：舘山寺ＳＩＣ～一般道～舘山寺温泉

【渋滞長調査日時】(和地向交差点付近) 整備前：H24.5.4 整備後：R1.5.4

DOWN

DOWN

渋滞減少

わ ぢ む か い

わぢむかい

3



98.3 100.1 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

開通前 開通後

(千人)

105% 106% 99% 98%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

120%

首都圏 関西圏 中京圏 静岡県内

28% 10% 26% 18%シェア率

(前年比)

約500人/月
増加

約200人/月
増加

約100人/月
減少

約100人/月
減少

33.5 33.9 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

開通前 開通後

４．東名高速道路とのアクセス向上による効果（観光客の増加に寄与）

観光協会の声

・舘山寺温泉の宿泊施設において､舘山寺スマートICの整備前後では､宿泊者数が１ヶ月当り約４００人
増加しました。(図1)

・宿泊者数の方面別増加率は､首都圏では約５％増加(１ヶ月当り約５００人増加)､関西圏では約６％
増加(１ヶ月当り約２００人増加)し、遠方からの観光客が増加したことがわかります｡（図２）

・舘山寺温泉周辺の観光施設では、入園者数が１ヶ月当り約１,８００人増加しました｡(図３)

アクセスが改善したことで、当園における
滞在時間が伸び、飲食店の消費も上
がっています。また、年間パスポートの購
入者数が前年に比べ伸びており、リピー
ターの増加に期待しています。

観光施設の声

＜図1 1ヶ月平均 宿泊者数＞ ＜図3 周辺観光施設1ヶ月平均入園者数＞＜図2 宿泊者数 方面別増加率（抜粋）＞

1ヶ月当り

約400人増加

舘山寺スマートICが開通して間もない3月下旬～6月に開催したスタンプラリー
では、応募数が前年比353％と増大しました。例年の応募方法を今年は簡易
化したこともありますが、スマートICができアクセスが改善したことで浜名湖周辺施
設を周遊する機会が増え、消費行動が拡大したと考えられます。
※1:「浜名湖花フェスタ」スタンプラリー。関連施設(ホテル･飲食店･観光施設)の複数利用で応募できた｡

図１資料：浜名湖かんざんじ温泉観光協会
開通前集計期間：2018年4月～12月宿泊者数（1ヶ月平均）
開通後集計期間：2019年4月～12月宿泊者数（1ヶ月平均）

図２資料：浜名湖かんざんじ温泉観光協会
集計期間：2019年4月～12月宿泊者数累計前年比

図３資料：浜松市動物園、はままつフラワーパーク、浜名湖パルパル
開通前集計期間：2018年4月～12月入園者数（1ヶ月平均）
開通後集計期間：2019年4月～12月入園者数（1ヶ月平均）

(千人)

UP

1ヶ月当り5～6％増加
首都圏は約500人増加
関西圏は約200人増加

※1

関西圏 首都圏

1ヶ月当り

約1,800人増加

UP

※各集計において、新型コロナウイルスが社会的に影響を
及ぼし始めた令和2年1月～令和2年３月は集計対象外とした。 4



利用効果（複数回答可）

66%

59%

24%

移動時間が短くなった

施設までの道のりが

わかりやすくなった

滞在時間が延びた・他の

場所へ訪れる余裕ができた

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

５．東名高速道路とのアクセス向上による効果（移動時間の短縮等）
利用実態
ｱﾝｹｰﾄ結果

N=143

・県外からの観光客は、愛知県と関東地方が多く、整備前は主に浜松西ＩＣを利用していましたが、
整備後は愛知県で約６割、関東地方で約５割の利用の転換がありました。

・舘山寺スマートＩＣの利用により目的地への移動時間が短縮し、滞在時間の延長や他所への来訪に
よる行動範囲の拡大に効果がありました。

・舘山寺スマートＩＣから目的地までのアクセスについて､多くの利用者がアクセスが良いと感じてい
ました。

舘山寺スマートICから目的地
までのアクセス性

36% 14% 10% 1% 17% 2% 9% 5%
0.2%

7%

1.浜松市内 2.静岡県西部 3.中部 4.東部 5.愛知県

6.長野県 7.関東地方 8.近畿地方 9.北陸地方 10.その他

舘山寺スマートIC利用者の声

今までの半分の時間で来られたため時間を有効利用出来るようになり、
複数の施設を訪れる余裕ができました。渋滞も無くスムーズに来られました。

浜松西IC利用者の声

旅行の途中で舘山寺スマートICの開通を知ったので、帰りに利用します。
※次回利用時には、全ての方が舘山寺スマートＩＣを利用すると回答

移動時間短縮状況
N=56

滞在時間延長状況
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N=408(高速道路利用者)

図 アンケート配布施設位置図

舘山寺
ｽﾏｰﾄIC

地理院地図に追記

アンケート配布施設
観光施設
宿泊施設

浜松市動物園

はままつフラワーパーク

浜名湖パルパル

観光客(４６４名)へのアンケート調査
実施期間：2019年8月～12月

県内：約60％ 県外：約40％

利用の転換（回答者の内訳）
県外からが約４割、うち愛知県が約２割、関東地方が約１割

IC IC
ｽﾏｰﾄ
IC

浜松西ＩＣ
85%

その他
ＩＣ等
15%

約
６
割

【整備前】

浜松西ＩＣ
81%

その他
ＩＣ等
19%

約
５
割

舘山寺
スマートＩＣ

62%

浜松西ＩＣ
23%

その他
ＩＣ等
15%

【整備後】 【整備後】

舘山寺
スマートＩＣ

46%

浜松西ＩＣ
35%

その他
ＩＣ等
19%

【整備前】
愛知県からの来訪者 関東地方からの来訪者

N=68 N=37

N=68 N=37

非常

に良

い
48%

良い
37%

普通
15%

「アクセスは良かったか」という問に対する回答
N=122
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整備前後の利用ＩＣの割合（名古屋面利用）

N=92

知らない
13％

知っている
87％

６．東名高速道路とのアクセス向上による効果（物流の効率化）

・舘山寺スマートＩＣの認知度は、約９割ありました。

・名古屋方面に向かう際、整備前は主に浜松西ＩＣを利用していましたが、整備後は浜松西ＩＣと
三ヶ日ＩＣからそれぞれ約３割の利用の転換がありました。

・利用ＩＣの分散により、浜松西ＩＣへのアクセス道路の渋滞緩和や輸送ルートの選択肢の増加に
より、移動時間の短縮、ドライバーの負担軽減、時間外勤務の減少に効果がありました。

・舘山寺スマートICができたことにより利用ICの選択肢が増え、目的地によってICを使い分ける
ドライバーも見られ、高速道路の利便性向上が図られています。

利用実態
ｱﾝｹｰﾄ結果

アンケート回答者の声

45%

41%

36%

34%

利用ICの分散による、浜松西ICや

その他ICへのアクセス道路の渋滞緩和

輸送・移動ルート選択肢の増加

取引先への運送などの移動時間の

短縮や速達性の向上

移動時間の短縮による、

ドライバーの負担軽減

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

N=58（高速道路利用者）

• 高速道路は、取引先への訪問や製品運送等を
目的に利用しています。一般道の渋滞解消等
により移動時間が短縮できるようになり、
時間外勤務の減少にもつながっています。

• また、舘山寺スマートＩＣまでのルートは、
直線が多く交通量が少ないので浜松西ＩＣよ
りアクセスが容易になりました。

• 主に名古屋方面へ移動するため開通はありがた
い、今後はさらに活用したいです。

IC IC

舘山寺スマートＩＣ
の認知度

利用効果（複数回答可）

浜松SA
ｽﾏｰﾄIC

浜松浜北
IC

地理院地図に追記
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E１A

浜松IC

三方原
ｽﾏｰﾄIC

舘山寺
ｽﾏｰﾄIC

三ヶ日
IC

浜松西
IC

E１

浜松いなさ
IC

E69 三遠南信自動車道アンケート調査先
テクノランド細江
静岡県トラック協会

図 アンケート調査企業位置図

テクノランド細江（12社立地）

物流事業者２３社（１０３名）へのアンケート調査
実施期間：2019年9月～11月
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